
枚方市立図書館第３次グランドビジョン「重点施策」進捗状況表

【運営方針①】基礎的な図書館サービスを充実します

平成２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

（参考事例）

＊座席数の拡大
□座席数拡大計画
の立案

□机・イス購入費
用の予算要求

□座席数の拡大

平成30年3月に中央図書館に自学・自習コーナー
をさだ図書館、牧野図書館ではラーニングルーム
を試行設置し、４月１日から本格実施した。（中
央図書館27席、さだ図書館24席、牧野図書館
27席の座席数拡大を行った）

＊飲み物コーナーの設置
□図書館での飲み
物持込ルールの作
成

□可能な館での
コーナー設置

□座席の拡大と合
わせたコーナー設
置

館内レイアウトの見直しも含め引き続き検討を行
う。

＊居場所としての機能のＰＲ

□市民の居場所機
能に着目した滞在
型図書館を目指す
ことの各種ＰＲの
実施

□同左 □同左
夏季に「避暑空間」としての図書館利用のPRを
行った。

＊お一人様スペースの設置
館内レイアウトの見直しも含め引き続き検討を行
う。

図書館が滞在に適した空間であるかどうかの満足
度調査結果は、満足、または概ね満足と回答した
利用者の割合は65.8％で、やや不満、不満と回
答した利用者の割合は10％であった。

（参考事例）

＊自習室の設置等、和やかスペース
と静かな環境の分離

□館ごとの設置場
所及び管理手法等
の検討

□最低限の施設改
修に必要な予算要
求

□施設改修後に
（仮称）自習室を
設置・運用開始

平成30年3月に中央図書館に自学・自習コーナー
をさだ図書館、牧野図書館ではラーニングルーム
を試行設置し、４月１日から本格実施した。（中
央図書館27席、さだ図書館24席、牧野図書館
27席の座席数拡大を行った）

＊グループ学習が可能な場の確保
□分館での運用開
始

館内レイアウトの見直しも含め引き続き検討を行
う。

＊Wi-Fi環境整備の検討
□指定管理館での
環境整備

□中央図書館での
環境整備の検討及
び予算要求

□中央図書館・分
館でのWi-Fi環境
の提供

先行導入したさだ・牧野図書館を含め分館6館
Wi-Fi環境の提供を開始した。

図書館の学習環境整備に関する満足度調査結果
は、満足、または概ね満足と回答した利用者の割
合は34.8％で、やや不満、不満と回答した利用
者の割合は22.9％であった。

滞在型図書
館への移行

滞在しや
すい環境
整備

学習環境
整備

求めに応じたレファレ
ンスサービスの充実

レファレンスサービスの周知と利用
促進

従前の取り組み
を継続

レファレンスサー
ビスの認知度調査
結果と利用回数

ｄ．図書館とい
う空間の魅力向

上

ｂ．資料・情報
提供機能の充実

取り組みの方向 施策 具体的な取り組み
今後の予定
（数値は平成）

評価指標
目標とする到達点

■「レファレンスサービス」の文言のカウンター上への掲示の義務付け及び可能な範囲での
　専門コーナー設置
□館内での「レファレンスサービス」の周知を図る掲示及びホームページでの重点的な周知

□（設置可能な年度から）机をパーテーションで区切る
など、一人になれるスペースの確保に向けた計画の立案
及び実施

□中央図書館でのグループ学習室の運
用開始及び分館でのセンター利用を前
提としたグループ学習利用の検討

平成29年度末の
進捗状況

・参考資料室とレファレンスサービスの周知のた
め、ポスターを3種類作成し、館内に掲示しPRを
行った。
・読書週間に際して、フロアごとの案内チラシを
作成。レファレンスについてＰＲを行った。
・レファレンスに関する認知度調査結果は、
「知っていて利用している」と回答した利用者の
割合は16.2％、「知っているが利用していな
い」と回答した利用者の割合は33.1％、サービ
ス自体を「知らない」と回答した利用者の割合は
48％であった。
・平成29年度の中央図書館・分館のレファレン
ス件数合計は57,209件

30年度 
達成予定 

満足度調査 
（居心地） 

30年度 
達成予定 

満足度調査 
（利便性） 

資料１-３ 
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【運営方針②】家庭生活及び職業上の課題や地域課題の解決のための各種支援機能を強化します

平成２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

■講座実施計画
　の作成
■図書館利用・
　活用、情報収
　集、情報整
　理、情報利用
　・活用講座等
　の開催

■同左

■同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

■ビブリオバトル
の開催

■同左 □同左 □同左 □同左

□専門コーナー
　の設置
□窓口や出入口
　付近への図書
　館作成関連情
　報提供パンフ
　の設置
□関連講座の開
　催　など

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

■就労・福祉・年
金・生きがい作
り・地域づくりほ
か、市民が抱える
さまざまな課題の
解決に必要な資
料・情報の提供及
び関連講座等の開
催

■同左 □同左 □同左 □同左

■市内ボランティ
ア団体の調査、リ
スト掲載意思の確
認、リスト作成、
　公開、ＰＲ

□同左 □同左 □同左

■ボランティア志
望者とボランティ
ア団体を結びつけ
るイベントの実施

□同左 □同左 □同左

■書架整理、寄贈
本整理、図書修
理、受付・案内な
ど従来のボラン
ティア機会の提供
を継続

□同左 □同左 □同左 □同左

ｂ．地域社会の
結びつきの再生
に向けた支援

地域活動に参加する人
材を求める人と地域活
動を始めたい人の出会
いの場の提供

取り組みの方向 施策

ａ．課題解決支
援

社会状況を踏まえたレ
ファレンス・レフェラ
ルサービスの充実

開催の有無及び回
数・参加者数

目標とする到達点

＊左記主題のレ
ファレンス・レ
フェラルサービス
件数

その他社会状況を踏まえた必要な資
料・情報提供、講座等の開催

＊満足度調査（資
料・情報提供等に
対する積極的な姿
勢）

・「図書館レファレンス体験」の実施（年４回
計７人参加）
・バックヤードツアー開催（年２回　計１９人参
加）

子育て・医療・健康づくり関連の資
料・情報提供、講座等の開催

28年度以降継続

具体的な取り組み
今後の予定
（数値は平成）

評価指標

情報活用能力の育成

図書館及び情報利活用講座の開催

28年度以降継続

開催の有無及び回
数・参加者数

図書館でのボランティア機会の提供
従前の取り組み
を継続

登録人数・参加人
数

ビブリオバトルの実施

市内ボランティア団体の情報提供

お話し会、書架整理、寄贈本整理、図書修理、受
付・案内など従来のボランティア機会の提供を
行った。

第3回中学生のビブリオバトルを開催した（65人
参加）

・利用者の医療に関するレファレンスキーワード
を中心に購入資料選定を行うとともに、中央図書
館開館時に購入した医療関係資料の更新した。出
産、育児、子育てに関連する資料の収集に留意し
た。
中央図書館では、人権啓発講演会「ＬＧＢＴと多
様性」、香里ケ丘図書館では、「子育て世代のた
めのマネー講座」を開催した。
・平成29年度の中央図書館・分館のレファレン
ス件数合計は57,209件

・特集展示（百済寺跡について等）社会的に話題
となった関連資料を集めたミニ特集なども行っ
た。
・さだ・牧野図書館では地域歴史講座や地域歴史
セミナーを開催した。
・資料・情報提供に関する職員の積極的な姿勢に
対する満足度調査結果は、満足、または概ね満足
と回答した利用者の割合は62.6％で、やや不
満、不満と回答した利用者の割合は5％であっ
た。

平成29年度末の
進捗状況

29年度以降継続

団体リスト作成の
有無

ボランティア紹介イベントの開催
開催の有無及び回
数・参加者数

市内ボランティア団体の調査、リスト掲載意思の
確認、リスト作成した。

市内で活動する読書ボランティアの交流会を開催
した。
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【運営方針③】教育的役割を重視した取り組みを推進します

平成２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

□蔵書計画の児童
書部分の改訂

■新たな蔵書計画
に基づく資料収集

□同左 □同左 □同左

□評価が定まった
図書につき、従前
どおりの買い替え

■同左 □同左 □同左 □同左

■年齢層ごとの図
書案内パンフの作
成・配布

■同左 □同左 □同左 □同左

■読書への動機付
けとなる子ども向
け各種イベントの

□同左 □同左 □同左 □同左

□「プレママ」
「プレパパ」対象
の講座の開催（開
催場所については
図書館に限定しな
い）

■同左 □同左 □同左 □同左

■保護者や絵本の
読み聞かせに関心
のある市民向けの
図書館内での講座
の開催

■同左 □同左 □同左 □同左

■乳幼児期の各年
齢に応じたブック
リストの作成・配
布

■同左 □同左 □同左 □同左

■保育所（園）・
幼稚園等に対する
団体貸出等の読書
支援の実施

□同左 □同左 □同左

■保育士・幼稚園
教諭等との子ども
読書に係る情報交
換等の実施

□同左 □同左 □同左

団体貸出実施回
数・冊数

保育士・幼稚園教諭等との相互交流
の推進

保育所（園）・幼稚園等の読書支援として団体登
録・貸出を行った

保育士・幼稚園教諭等を含む保育所・幼稚園の図
書館見学・団体貸出を行った

ａ．読書習慣
の育成

子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
（

最
重
点
施
策
）

開催の有無及び回
数・参加者数

29年度以降継続

目標とする到達点

図書の汚損・破損分の買い替え等を行った。

・蔵書計画の児童書部分について、改訂作業を実
施した。
・多言語で書かれた児童書の購入を行った。

30年度達成予定
検討の実施・未実
施

28年度以降継続

□読書通帳導入の可能性について検討し、結論を出す

読書通帳の発行に向けた検討

開催の有無及び回
数・参加者数

読書の楽しさを伝える
児童書の充実

質の高い図書の積極的な購入
従前の取り組み
を継続

児童書の評価作業
と評価結果に基づ
く資料収集の継続

評価が定まった図書の汚損・破損分
の買い替えの推進

配布枚数

これからお母さん・お父さんになる
「プレママ」「プレパパ」対象の絵
本の与え方・読み聞かせ講座の開催
（マタニティスクール等への出前も
検討）

28年度以降継続

具体的な取り組み
今後の予定
（数値は平成）

評価指標

従前の取り組み
を継続

汚損・破損冊数に
対する買い替え冊
数の割合

イベント実施回
数・参加者数

おはなし会ほか各種イベントの実施

保護者等対象の絵本の与え方・読み
聞かせ講座の開催

開催の有無及び回
数・参加者数

赤ちゃん向けブックリスト等年齢に
応じたブックリストの配布

配布枚数

保育所（園）・幼稚園等における読
書支援

幼児から小学生向け「おすすめの子どもの本」リ
スト、中学生・高校生向け「おすすめの本」リス
トを作成し、市内全小中学校へ配布した。

読書への動機付けとなる子ども向け各種イベント
の開催した。

平成29年度末の
進捗状況

家読（うちどく）どくしょノートをひらかた絵本
まつりの期間に配布した

乳幼児向けの読み聞かせ講座を開催した。

読み聞かせボランティア養成講座を開催した。

赤ちゃん向けブックリスト「あかちゃんといっ
しょに　はじめてのえほん」を配布した。

年齢に応じたおすすめ図書案内パン
フの作成・配布

従前の取り組み
を継続

取り組みの方向 施策

乳幼児期からの読書習
慣を育てる

読書への動機付けの推
進
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平成２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

■１０校への派遣 ■１０校への派遣 □１９校への派遣

■オンライン化
　の実施
■データ入力マ
　ニュアルの作
　成
■システム運用
　マニュアルの
　作成
■データ入力の
　実施
■システム運用
　研修の実施

■同左

■同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

28年度以降継続

■市立図書館と
　学校図書館の
　コンピュータ
　システムのオ
　ンライン化の
　実施
■学校図書館蔵
　書の利用状況
　分析と蔵書へ
　の反映
■学校への利用
　状況報告及び
　司書教諭と連
　携した読書指
　導

■同左

■同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□学齢期の子ども
向け団体貸出図書
の購入

□同左 □同左

□学校巡回便事業
の本格実施

□同左 □同左

ニーズを踏まえた学校図書館との連
携のありかたの検討
（検討事項）

平成29年度、教育指導課が実施した学校図書館
に関するアンケート結果を踏まえ、課題を検討す
る必要がある。

＊児童・生徒の学習活動とリンクし
た情報アクセス・活用手法の紹介

■学校司書と教員
が協働した子ども
向けの情報収集や
情報活用方法の紹
介授業の検討・実
施

■同左 □同左 □同左 □同左
学校図書館の利用オリエンテーションを学校司書
が学校の求めに応じて教員と協働して検討・実施
した。

＊学校図書館による新刊案内・おす
すめ図書のパンフの作成

■学校図書館目線
の新刊案内・おす
すめ図書のパンフ
の作成・配布

■同左 □同左 □同左 □同左
学校司書による新刊案内や、生徒と協働しておす
すめ図書だよりの作成を検討・実施した。

＊それぞれの子どものニーズに合っ
た本の紹介

■子どもとの積極
的な会話を通じた
ニーズの把握と
ニーズと教育的な
見地に基づく本の
紹介

■同左 □同左 □同左 □同左
学校司書はシステムを活用して児童生徒の図書館
利用傾向や蔵書構成を把握し、学校図書館の購入
に生かせるようになった。

施策 具体的な取り組み
今後の予定
（数値は平成）

評価指標
目標とする到達点

・学校図書館と市立図書館の蔵書をデータベース
化・オンライン化することで、学校図書館から市
立図書館の蔵書検索が可能になり、学校司書は選
書の参考や団体貸出の利用に活用した。
全64小中学校の蔵書統計について教育指導課と
情報共有化を図った。

学校への団体貸出図書配本事業として読書支援用
団体貸出図書を695冊新規購入した。合計7068
冊所蔵。

教育総務課の学校園連絡便（別便）を活用して調
べ学習用団体貸出を37件、学校へ配送した。

団体貸出実施回
数・冊数

28年度以降継続

市立図書館コンピュータシステムと
のオンライン化

オンライン化実
施・未実施

団体貸出用図書の充実 30年度達成予定

平成29年度末の
進捗状況

ａ．読書習慣
の育成

学齢期の読書習慣を育
てる

（学校図書館支援）

取り組みの方向

子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
（

最
重
点
施
策
）

団体貸出用図書冊
数

学校巡回便事業の本格実施（読み
物・調べ学習・朝読書支援用図書の
配送）

＊データ入力マ
ニュアル等作成の
有無
＊データ入力済冊
数
＊オンライン化実
施・未実施

10中学校区に学校司書配置を継続した。

学校図書館蔵書データ化と学校間の
オンライン化支援

全市立中学校への学校司書派遣 30年度達成予定

H29年4月、全64小中学校で稼動した学校図書
館システムの管理および技術的支援を行なった。
H29年4月12日～4月27日　19中学校にて中学
校・校区内小学校図書館担当教員・学校司書を対
象にシステム研修を実施（計19回）。
4月司書教諭・学校司書研修、8月中学校図書部
会、小学校図書館協議会にてシステム研修（計3
回）。
6月学校図書館システム運用の手引きを学校に周
知。3月、運用の手引きを改訂し平成30年度版を
作成、周知。

派遣校数

30年度以降継続

従前の取り 
組みを継続 

満足度調査結果
（学校図書館の
蔵書・居心地・
利便性・学校司
書・授業への貢
献度など［子ど
も・教員対
象］） 
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平成２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

＊小学校の学校図書館支援

■小学校の司書教
諭への学校図書館
運営に係る情報提
供とアドバイス

■同左 □同左 □同左 □同左

7月～8月に学校司書の配置７校区小学校（15
校）で学校図書館のレイアウト変更を学校司書・
教職員との協働で実施した。
学校司書は校区内小学校の求めに応じて授業支
援、図書館利用オリエンテーション、寄贈図書の
入力作業、環境整備作業等を実施した。

＊教員の授業づくりの支援

■学習指導要領を
踏まえた学校司書
による教員の授業
づくりの支援

■同左 □同左 □同左 □同左

学校司書は教員の資料相談・レファレンスを受け
て、学校図書館や市立図書館の調べ学習用団体貸
出を利用して資料を提供した。また、授業での学
校図書館活用に向けて、教諭とのコミュニケー
ションに努めた。

＊学校図書館の開館時間帯・開館日
数の拡大可能性の検討

■学校図書館の開
館時間帯・開館日
数の拡大可能性の
検討

■同左 □同左 □同左 □同左
放課後開館の実施は６校（試行含む）。懇談期間
中等の特別開館は10中学校が実施した。

□子ども向け図書
館活用講座の開催

□同左 □同左

□学校図書館を活
用した授業づくり
を学校司書が支援

□同左 □同左

■調べ学習コン
クール・朗読大会
ほか、学校教育部
との共催事業の実
施

■同左 □同左 □同左 □同左

■推進計画策定

子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進

ｂ．情報活用
能力の育成

学校と連携した情報活
用能力育成

ｃ．推進計画
策定

第３次子ども読書活動
推進計画の策定

学校における情報活用
能力育成支援

図書館における情報活
用能力育成

従前の取り組み
を継続

開催の有無及び回
数・参加者数

30年度以降継続

第３次グランドビジョンを踏まえた
第３次子ども読書活動推進計画の策
定

図書館を活用した教員の授業作り支
援

30年度以降継続
資料提供回数・冊
数

子ども向け図書館活用講座の開催
開催の有無及び回
数・参加者数

第３次子ども読書活動推進計画を策定し、それに
基づく読書推進を行った。

評価指標
目標とする到達点

計画の策定・未策
定

具体的な取り組み
今後の予定
（数値は平成）

調べ学習コンクールなど学校教育部
との共催による各種連携事業の推進

28年度達成予定

平成29年度末の
進捗状況

「子ども司書連続講座　めざせ　ジュニア　ライ
ブラリアン」を開催した。（4回　参加者36人）

平成30年度以降支援開始予定。

「第6回中学生の調べ学習コンクール」
11/18-12/17実施、出展：中学生202人
「第5回こころをつたえよう！朗読大会」
1/21実施、小中学生30人出場

ａ．読書習慣
の育成

学齢期の読書習慣を育
てる（学校図書館支

援）

取り組みの方向 施策
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【運営方針④】魅力的かつ効果的・効率的な運営体制を構築します

平成２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

□市立図書館の
　サービス種別
　単位の明確化
□サービス種別
　単位ごとのマ
　ネジメント体
　制の確立
□サービス種別
　単位ごとのサ
　ービス方針の
　策定
□サービス方針
　の全館共有化

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

■専門的なサービ
ス提供及び図書館
政策の企画・立案
能力の維持・育成
のためのサービス
ノウハウの蓄積及
び市民ニーズの把
握

■同左 □同左 □同左 □同左

■図書館政策の企
画立案体制の構築

□左記体制を維持 □左記体制を維持 □左記体制を維持 □左記体制を維持

■指定管理者の
　評価基準及び
　評価手法の確
　立
■モニタリング
　の実施
■定期的な連絡
　調整会議の開
　催

■同左

■同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

・評価基準となるモニタリングシートを作成し、
モニタリングを実施した。
・毎月開催する分館長会議において、定期的な連
絡調整を行った

ａ．各図書館施
設の役割分担と

連携
中央図書館

全館の司
令塔機能
を果たす

・館内委員会制度等を整理し、図書館政策の企
画・立案体制を構築した。
・H30年度に向けて課題整理等を行い、各種委員
会活動を行った。
・山田分室閉室に向けた具体的なスケジュール等
を作成した。

28年度以降継続

各種サービス（児童・障害者サービ
ス、学校図書館支援等）のセンター
機能を果たす

各サービス種別単
位の全館のマネジ
メント体制の確
立・未確立

取り組みの方向 施策

市職員による窓口
サービスの維持

図書館政策企画・
立案担当者（また
は部署）の設置・
未設置

平成29年度末の
進捗状況

（障害者サービス）
・障害者サービス全般に関わる事業の企画及び調
整、点字・録音資料等の相互協力窓口、障害者
サービス用資料の自館製作に関わる図書館協力者
（音訳など）に対する研修等の機能を担った。
（学校図書館支援）
・学校への団体貸出図書配本事業として小学校
29校に1校210冊を学期ごとに団体貸出して搬
送した。
・子どもに本を届ける事業として小学校45校に1
校50冊を学期ごと（2学期・3学期）に団体貸出
して届けた。
　合計、読書支援用団体貸出として、23,151冊
貸出した。
・調べ学習用団体貸出の依頼件数は、小中学校
128件で、5,375冊貸出した。うち、学校園連絡
便（別便）を活用して37件、学校へ配送した。
（児童サービス）
・第3次枚方市子ども読書活動推進計画に基づ
き、乳幼児から中高生までの読書活動を全館で推
進した。
・子ども読書活動推進事業として、子ども読書週
間期間に全館で「ひらかた絵本まつり」を開催し
た。

目標とする到達点

指定管理者に対す
る指摘事項の改善
率

具体的な取り組み
今後の予定
（数値は平成）

評価指標

指定管理者制度導入後の分館の運営
状況のチェック

図書館政策の企画・立案

市民ニーズの把握と図書館サービス
ノウハウの蓄積

・窓口アンケート、スマホアンケート等を実施
し、市民ニーズの把握に努めた
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平成２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度
□蔵書計画の改
　訂
□指定管理者制
　度導入を前提
　とした中央図
　書館を核とし
　た選書システ
　ムの確立

■左記に基づく選
書の実施

□左記に基づく選
書の実施

□左記に基づく選
書の実施

□左記に基づく選
書の実施

■制度導入（蹉
跎・牧野）

□制度導入（蹉
跎・牧野・楠葉・
菅原・御殿山・津
田）

■さまざまなイベ
ントの開催
□直営館とのジョ
イントイベントの
開催
■生涯学習市民セ
ンターとのコラボ
事業の実施

■同左

□同左

■同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

■１０校への学校
司書派遣

■１０校への学校
司書派遣

□１９校への学校
司書派遣

□１９校への学校
司書派遣

□１９校への学校
司書派遣

■指定管理館での
開館時間帯の延
長・開館日数の増
加
■日数・時間帯の
増加・延長に伴う
利用状況調査の実
施

■同左

■同左

□中央図書館にお
ける開館日数の増
加、開館時間帯の
拡大の可能性の検
討

□利用状況調査の
結果を踏まえた多
くの効果が期待で
きる指定管理館で
の開館時間帯の延
長・開館日数の増
加
□中央図書館にお
ける開館日数の増
加、開館時間帯の
拡大に係る検討結
果を踏まえた対応

□同左

□同左

□同左

□同左

学校司書配置校の増加に伴い、学校図書館支援グ
ループの体制整備を行った。

■全館一体となっ
たサービス提供に
必要なサービス種
別等を踏まえたグ
ループ編成

■各グループをよ
り有効に機能させ
るために必要な管
理運営体制の検討

□検討結果を踏ま
えた管理運営体制
の構築に向けた取
り組み

□左記の継続 □左記の継続

サービス種別単位のグループ編成を実施した

。

■生み出した資源
に見合った資料費
の確保と資料の充
実

■同左 □同左 □同左 □同左

蔵書計画の改訂を行うとともに、指定管理者制度
導入に係る中央図書館を核とした選書システムを
確立した。

平成29年度末の
進捗状況

取り組みの方向 施策

ａ．各図書館施
設の役割分担と

連携
中央図書館

全館の司
令塔機能
を果たす

今後の予定
（数値は平成）

28年度以降継続

中央図書館の司令塔機能の強化

生涯学習施
設と図書館
の複合施設
への指定管
理者制度の
導入

制度導入の実施・
未実施

民間ノウハウを活かしたサービス向
上

開館時間帯の延長・開館日数の増加

蹉跎・牧野を含む複合施設６施設へ
の制度導入

学校司書派遣校数

・効率的な図書館運営を求められる中、昨年度と
同額の図書費を維持した。
・「子どもに本を届ける基金」から350万円を予
算化し、図書2445冊を購入。子どもに本を届け
る事業として小学校45校に1校50冊を学期ごと
（2学期・3学期）に団体貸出しで届けた。

28年度達成予定

ｂ．効果的・効
率的な図書館運

営

中央図書館を核と
した選書方法の確
立・未確立

生涯学習施設
と図書館の複
合施設への指
定管理者制度
の導入

制度導入
により生
み出した
資源（人
材・物・
予算）に
よるサー
ビス向上

制度導入によ
り生み出した
資源（人材・
物・予算）に
よるサービス
向上

＊時間帯・日数の
増加の実施・未実
施
＊増加分及び全体
の利用状況

司令塔機能を果た
すにふさわしい管
理運営体制の構築
の有無

■各サービス種別等を踏まえたグループ編成など、司令塔機能を果たすにふさわしい管理運営
体制の構築

具体的な取り組み 評価指標
目標とする到達点

28年度以降継続

選書の拠点機能を果たす

30年度達成予定

満足度調査

子ども読書活動の推進

28年度以降継続資料の充実 資料費

生涯学習
施設と図
書館の一
体的な運
営

蹉跎・牧野の複合施設への制度導入
制度導入の実施・
未実施

28年度以降継続

平成２８年４月に蹉跎・牧野図書館に指定管理者
制度を導入した。

蹉跎・牧野を含む複合施設６施設への指定管理者
制度の導入に向けた手続きと事業者の選定を行っ
た。

・地域歴史講座など、さまざまなイベントを実施
した。
・センター実施事業の関連図書を展示するなど、
センターとコラボした事業を実施した

学校司書配置中学校10校を継続

・指定管理館において、開館時間帯・開館日数の
拡大を行い、開館時間数が従来の約1.5倍となっ
た。
・利用状況調査を行い、直営館が減少している
中、入館者数・貸出冊数ともに増加したことが判
明した。
・蹉跎は来館者数が平成28年度から0.02％、延
利用者数が29.23％、貸出が9.41％増加した。
・牧野は来館者数が平成28年度から0.04％減
少、延べ利用者数が30.15％増加、貸出が
5.95％増加した。
・延べ利用者数・貸出冊数については、ともに増
加した。
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平成２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

■市立図書館コ
　ンピュータシ
　ステムの更新
■学校図書館シ
　ステムとのオ
　ンライン化
□学校図書館の
　利用状況の学
　校への情報提
　供と状況分析
　に基づく魅力
　ある蔵書の構
　築

■システムの運
　用

■システムの運
　用

■同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

□同左

専門的な知識・技術を持ったスタッ
フの計画的な育成（図書館内部での
研修実施・外部研修への職員派遣）
（研修内容事例）

以下の取り組みを行った。

＊レファレンス・ＩＴ関連の研修

□育成計画に基づ
くレファレンス・
ＩＴ関連の研修の
実施

□同左 □同左 □同左 □同左
大阪関係の資料に関する情報検索について研修を
実施した（講師：大阪府立図書館職員、30人参
加）

＊選書技術関連の研修
□育成計画に基づ
く選書技術関連の
研修の実施

□同左 □同左 □同左 □同左
選書会議やリクエスト検討会議などを通じ、選書
に係る情報を共有化し、選書技術の向上を図っ
た。

＊子ども読書活動関連の研修
□育成計画に基づ
く子ども読書活動
関連の研修の実施

□同左 □同左 □同左 □同左
児童書の書評作成や読み聞かせ講座など読書活動
関連の研修を実施した。（4回　67人参加）

＊行政職員としての知識・技術関連
の研修

□育成計画に基づ
く行政職員として
の知識・技術関連
の研修の実施

□同左 □同左 □同左 □同左
左記具体的な取り組みの観点も踏まえた「枚方市
立図書館人材育成計画」策定に向けて検討を進め
た。

＊図書館政策の企画・立案関連の研
修

□育成計画に基づ
く図書館政策の企
画・立案関連の研
修の実施

□同左 □同左 □同左 □同左
左記具体的な取り組みの観点も踏まえた「枚方市
立図書館人材育成計画」策定に向けて検討を進め
た。

□計画的な専門職
員の育成と配置

28年度以降継続
ｂ．効果的・効
率的な図書館運

営

平成29年度末の
進捗状況

評価指標
目標とする到達点

核となる専門的スタッ
フの計画的な育成

市立図書館コンピュー
タシステムの更新と情
報関連機器のさらなる
導入の検討

市立図書館コンピュータシステムの
更新と学校図書館システムとのオン
ライン化

取り組みの方向
今後の予定
（数値は平成）

施策 具体的な取り組み

ｄ．職員の知
識・技術・能力
の育成・継承

専門的スタッフの計画
的な配置

現在まで蓄積した知識・技術の継承
と向上が可能な体制の構築

28年度以降継続
専門的スタッフの
司書率

＊システム更新の
実施・未実施
＊学校図書館シス
テムとのオンライ
ン化の実施・未実
施

左記具体的な取り組みの観点も踏まえた「枚方市
立図書館人材育成計画」策定に向けて検討を進め
た。

学校図書館と市立図書館の蔵書をデータベース
化・オンライン化したことで、学校図書館から市
立図書館の蔵書検索が可能になり、学校司書は選
書の参考や団体貸出の利用に活用した。

28年度 
以降継続 

育成研修開
催・派遣回数
及び参加者数 
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